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「「「「こころこころこころこころ    ひとつにひとつにひとつにひとつに」」」」フェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバル２０１２２０１２２０１２２０１２    盛大盛大盛大盛大にににに開催開催開催開催    

庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの生誕生誕生誕生誕をををを祝祝祝祝しししし、、、、会員一同会員一同会員一同会員一同がががが心心心心ひとつにひとつにひとつにひとつに  11 月 4日、京都教会において「『こころ ひとつに』 フェスティバル 2012」が開催された。庭野日敬開祖の生誕を祝うとともに、東日本大震災の復興に向けて『こころをひとつに』するために、青年部が中心になって今年初めて実施された。  開会は地下の体育館で行われた。書家の吉川寿一（じゅいち）氏が制作した「こころひとつに～一心」と描かれた『一心幕』が披露された。東山普門太鼓の打ち鳴らす音に合わせて、縦横 9ｍの幕がゆっくりと引き上げられると、会場内から拍手と歓声が湧き起こった。  『一心幕』は吉川氏と親交の深い門川大作京都市長 

と教会幹部が願いを込めて書いた漢字一文字の上に吉川氏が「一」の字を重ね書きしたもの。  このことを「皆さん一人ひとりの思いが込められています」と吉川氏はあいさつで述べた。続いて、門川市長も「心ひとつに人々のしあわせのために実践されている」と述べた。  その後、会場を法座席に移し、七五三の式典と万灯・まといの披露が行われ、教会周辺と地下食堂などで模擬店バザーが行われた。模擬店の収益金は京都新聞社の「東日本大震災救援金」に寄付された。  なお、2階のロビーには、「妙法蓮華経」の各品の経文と象徴的な言葉を揮毫した吉川氏の作品と会員が描いた佼成会についてのパネルが展示されている。この展示は 18 日まで行われている。 
 「一心幕」の披露     七五三のお祝い     万灯・まといの披露  楽しく餅つき 

おおおお知知知知らせらせらせらせ（（（（１２１２１２１２月月月月のののの教会行事教会行事教会行事教会行事）））） 
ゆめポッケ 全国全国全国全国からからからから２２２２万万万万７２４２７２４２７２４２７２４２個個個個  今年全国から寄せられた「ゆめポッケ」の総数と配布先が発表された。6月 1日から 8月 31日までのキャンペーンで、送られたポッケは 2 万 7242 個。配布先はアゼルバイジャン、アフガニスタン、パレスチナ（ガザ地区）、フィリピン（ミンダナオ島）、レバノンの5か所に決定した。  今後、発送準備が整い次第日本を出港し、配布先の子供たちに届けられる。また、来春に本会会員による「ゆめポッケ親子ボランティア隊」が派遣される。 

１２月 １日（土）京都教会発足記念日  9：00～          ※５３周年になります     ４日（火）開祖さまご命日  （各地区）     ８日（土）成道会        9：00～     ９日（日）受験合格祈願    10：30～    １０日（水）脇祖さまご命日    9：00～          ※今年最後の大法座    １５日（土）釈迦牟尼仏ご命日   9：00～    ２３日（祝）年末大掃除      9：00～  京都府庁旧本館の一般
公開が行われた。明治三

十七年に建てられたレン
ガ造りの建物。創建時の

姿をとどめる現役の官公
庁建物としては最古のも

ので、重要文化財に指定
されている▼期間中、館

内では芸術作品の展示が
行われていた。また、見

学者に対してボランティ
アが施設の紹介をしてい

た。その説明で、歴代の
府知事の話があった▼明

治以来知事は三十七人に
なるが、京都出身者は、

林田悠紀夫氏（議員懇話
会メンバーの林田洋氏の

父親）一人だったこと。
中でも、二代目の槇村正

直氏を讃嘆した▼槇村氏
は天皇が東京に移られ、

活力を失った京都を立て
直すために、教育に力を

入れ、番組小学校といわ
れる町衆による学校を奨

励した▼社会や企業など
の組織の活性化の基にな

るのは人である。今の日
本は政治や経済が低迷

し、活力の低下が危惧さ
れている。だからこそ、

人材育成が基盤だと先哲
から学ぶことは大切だ。

 

時事刻々

 平平平平成成成成２２２２４４４４年年年年、、、、私私私私たたたたちちちちはははは佐佐佐佐藤藤藤藤教教教教会会会会長長長長ののののごごごご指指指指導導導導ののののももももとととと、、、、新新新新たたたたなななな一一一一歩歩歩歩をををを歩歩歩歩みみみみ出出出出ししししまままますすすす。。。。    

平安月報 The HEIAN monthly report 
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京都教会京都教会京都教会京都教会がががが避難所避難所避難所避難所にににに指定指定指定指定     11 月 7日、京都教会において東山区の災害避難所指定式が行われた。これまでの避難所は小中学校などの公共施設が指定されていたが、民間のしかも宗教施設が指定されるのは初めて。  最初に東山区からの避難所指定の依頼に対して、佐藤教会長から山口東山区副区長に承諾書が手渡された。引き続き、副区長から指定御礼、教会長から承諾挨拶が行われた。  佐藤教会長は開祖が京都教会に四つの願いをもっていたことを紹介。『信仰実践の場』『青少年育成の場』『諸宗教対話の場』『地域社会への還元』で、今回の避難所指定はその願いに適うものだと述べた。 

相互啓発相互啓発相互啓発相互啓発がががが進進進進むむむむ    ～～～～議員懇話会議員懇話会議員懇話会議員懇話会～～～～     10 月 25日朝 7時から、定例の議員懇話会（早起き会）が開催された。21名の議員の参加があった。  各議員からの発表を聞きながら、お互いに学び合った。植田幹事長がエジンバラ市の視察の感想として、昔の街並みを残すことの大切さ。片桐議員は誕生日に母親の思いを感じたこと。中野議員は仕事と家庭の板挟みについて。天方議員は議員としての姿勢を再確認したこと。大畑議員は会長先生の法話から「目に見えないものが幸せ」だというところに学んだこと。高見議員は西洋文化の幸せでなく、日本文化の幸福観が必要。田辺議員はメダルをとった村田選手が高校生に努力と継続の大切さを話したこと。  まとめとして佐藤教会長は、会長先生の法話から「四摂法（ししょうぼう）＝布施・愛語・利行・同事」を日常生活に生かして豊かに暮らすことを話した。    

        
乙訓明社乙訓明社乙訓明社乙訓明社がががが清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕  10 月 21 日、乙訓明社では恒例の小倉神社の清掃奉仕、山崎合戦の慰霊祭を実施した。午後は、焼き肉バーベキューを行った。当日は朝から晴天に恵まれ、市会議員、国会議員も交えて楽しい一日を過ごした。 

福井教会法輪部福井教会法輪部福井教会法輪部福井教会法輪部    京都教会京都教会京都教会京都教会をををを参拝参拝参拝参拝    11 月 8 日、福井教会の法輪部 200名が京都教会を参拝した。 一行は、法座席の説明を受けた後、2班に分かれて、普門館と体育館を見学した。佐藤京都教会長は一年前まで福井教会長だったこともあり、なつかしい顔ぶれに話も弾んだ。また 4 日披露のあった「こころひとつに一心」を大書された吉川壽一氏は福井教会の会員でもあり、体育館の大幕とロビーに展示された力作に法輪部のみなさんも感心した様子だった。    

    慰霊祭の様子     全員で記念撮影 
         

●合掌合掌合掌合掌・・・・礼拝礼拝礼拝礼拝    

③③③③礼拝礼拝礼拝礼拝するするするする心心心心からからからから芽生芽生芽生芽生えるえるえるえる寛容寛容寛容寛容とととと慈悲慈悲慈悲慈悲のののの精神精神精神精神    （（（（いつでもいつでもいつでもいつでも、、、、どこでもどこでもどこでもどこでも、、、、だれにでもだれにでもだれにでもだれにでも実践実践実践実践できるできるできるできる行法行法行法行法））））    
 ＜一切衆生悉有仏性＞ということが自覚できた時、すべての人を温かく迎え入れようとする寛容の心も自然とわき起こってきます。この寛容の心で人に接していけば、「この人には仏性があるとは思えない」と言いたくなるような相手でも、合掌で触れ合うことができるようになってきます。また、自分の仏性に気づかずに貪・瞋・痴の世界を彷徨っている人に対しても「一刻も早く目覚めてほしい」という慈悲の心が生まれます。仏教で、対人関係における最大の美徳といわれる 

寛容と慈悲の精神もお互いのいのちを大切にする世界では、一人ひとりが固い絆と信頼で結ばれた大調和の世界が築かれます。その意味で、仏性礼拝は仏道修行の基本です。合掌・礼拝する姿を、私たち『法華経』を信ずる者の日常の姿にしていかなければなりません。  もし、このような世界にあって不幸にして争いが起きた場合でも、暴力的手段に訴えて解決を図ることはなくなるでしょう。自らを内省し、お互いに知恵を出し合い、どのようにすれば対立のない世界が実現するかという方向でみんなの気持ちがまとまるに違いないからです。そして平和的な解決方法を見出していくはずです。これも合掌・礼拝の精神が人々の心の根底にあって、お互いに信頼し合っているから可能になるのです。 
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今月今月今月今月のののの言葉言葉言葉言葉    ～～～～徳徳徳徳のののの香香香香りがりがりがりが周囲周囲周囲周囲をををを薫薫薫薫ずるようなずるようなずるようなずるような精進精進精進精進をををを！～！～！～！～京都教会長京都教会長京都教会長京都教会長・・・・佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘    すっかり秋も深まり、何ごとにも前向きな気持ちで臨める好季節を迎えました。お互い様に秋を満喫させていただきつつ、実り多き１１月になりますよう、心から願うものです。  さて、弊会機関誌『佼成』１１月号では、会長先生から「「「「徳徳徳徳をををを養養養養いいいい、、、、発揮発揮発揮発揮するするするする」」」」というご法話をいただいております。 そのご法話の冒頭において、「開祖さまの人柄を伝えるエピソードの一つに、列車内でのトイレ清掃の話があります。移動中の車内で、トイレからなかなか戻られない開祖さまを秘書が迎えに行くと、汚れたトイレを掃除していたということです」というお話が紹介されています。 その尊い行為の基は、開祖さまご自身が１７歳で上京された折にたてられた『『『『六六六六つのつのつのつの誓誓誓誓いいいい』』』』にあると私は思うのであります。開祖さまはその誓いの如く、いつでも、至るところで実践し続けられたのであります。その『六つの誓い』とは、次のようなものです。 ◇これからは、けっしてうそはつくまい。 ◇力いっぱい働こう。 ◇他人のいやがることを進んでやろう。 ◇他人と争わぬこと。どんなひどい目に会っても、神仏のおぼしめしと思って辛抱すること。 ◇仕事をするときは、人が見ていようといまいと、陰日向なく働くこと。 ◇どんなつまらぬ仕事でも、引受けた以上は最善を尽くすこと。 この『誓い』のように、開祖さまは列車内でも喜んで菩薩行に励まれたのだと思います。そして、誓われたことを生涯にわたって実践された恩師の素晴らしさ 

をお手本とし、善いことの実践に励みたいと思うと同時に、その行ないこそ、妙法蓮華経提婆達多品第十二の「「「「功功功功をををを積積積積みみみみ徳徳徳徳をををを累累累累ねてねてねてねて」」」」という、お経文そのもののお姿だと思う次第です。 また、その列車内での徳行から、思い起こす言葉があります。開祖さまもよく引用された「「「「いまやらねばいまやらねばいまやらねばいまやらねば    いつできるいつできるいつできるいつできる    わしがやらねばわしがやらねばわしがやらねばわしがやらねば    誰誰誰誰がやるがやるがやるがやる」」」」というものです。１０７歳１０カ月まで木彫一筋の人生を歩まれた平櫛田中師のお言葉です。開祖さまは汚れた列車内のトイレというご縁にふれられ、平櫛師のようなお心で掃除をされたのではないかと拝察いたします。 そして、このエピソードから大切なこととして学ばせて頂いたことは、スピードスピードスピードスピード感感感感とととと一体感一体感一体感一体感をもってをもってをもってをもって目目目目のののの前前前前のことにあたることののことにあたることののことにあたることののことにあたることの大切大切大切大切ささささです。いかなる縁に巡り合っても、刻一刻と変化する中で、今このときを逃してはならない、だからこそスピード感をもって掃除をさせてもらおうという心。そして、人任せにせず、後から来る方に気持ちよく使っていただけるよう、自ら進んで徳を積ませて頂こうという智慧と慈悲が一体になった状態。この２つが基底となって菩薩行がなされ、ひいては人さまが救われることになるのだということも学ばせて頂きました。これは菩薩行実践者の重要な心構えでもあります。特に、事をなすべきか否かと迷った時など、この姿勢こそ欠かせません。  私自身、今月は開祖さまのお徳を慕い、日々菩薩行に励んで参りたいと思います。その積み重ねによって、会長先生から教えて頂いたように、無量義経徳行品にある「道風徳香一切に薫じ」の一節のように、自ずと徳の香りが周囲を薫ずることになることを目指して、精進させていただきたいと思っております。 
    

カウントダウンカウントダウンカウントダウンカウントダウン第第第第６０６０６０６０号号号号（その４） １２月１５日発行の第６０号で丸５年を迎えます。この５年間の記事の中からピックアップして再び記事を載せます。 挨拶が出来ないと社会に出ても人間関係がとれない。親子の挨拶と学校の成績向上との因果関係を数値で証明した。体力とは大きな声を出すことが出来ることで、そのために朝食を摂ることが大切と説明。そこで、朝食をとらない家庭もあるため、公立では全国で初めて学校で朝食をとれる体制を整えた。～中略～ 5つの実践後は「検証」する。数字で結果が出せるものは数字で残すことと述べた。最後に「難しいことではない。凡事徹底」と話しを締めくくった。 
～第 46号 2011 年 10 月 15日発行より～ 
講演会講演会講演会講演会にてにてにてにて    元気元気元気元気のあるのあるのあるのある「「「「本本本本ものものものもの」」」」にににに！！！！    10 月 9 日（日）、キャンパスプラザ京都において京都教育者教育研究所主催の「元気の出る教育講演会」が開催され、大畑誠也氏（九州ルーテル学院大学客員教授）が熊本県内の高校での教員・校長体験を熊本弁でユーモアたっぷりに熱く語った。    21世紀を担う若者には「本もの」が求められ、高校の成績だけが人生の全てではなく、また出身校の違いは社会では通用せず、生き抜くには「悪戦苦悩能力（挨拶・体力・感性・集中力・思考の能力）」を身に付けることが大切であると述べた。 特に挨拶が最も重要で、人間関係の基本となる親子の    
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庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの宗教観宗教観宗教観宗教観････平和観平和観平和観平和観    「「「「一乗一乗一乗一乗のののの道道道道」」」」 《《《《教皇教皇教皇教皇をををを迎迎迎迎えてえてえてえて第第第第 6666 回世界会議回世界会議回世界会議回世界会議》》》》    第 6回世界会議は、平成 6年の 11月 3 日から 9日までの 7 日間、イタリアで開催されることが決定した。開会式開会式開会式開会式ははははバチカンバチカンバチカンバチカン市国市国市国市国サンピエトロサンピエトロサンピエトロサンピエトロ大寺院大寺院大寺院大寺院でででで開開開開きききき、、、、そそそそのののの開会式開会式開会式開会式でででで教皇教皇教皇教皇ヨハネヨハネヨハネヨハネ・・・・パウロパウロパウロパウロ二世二世二世二世がががが特別講演特別講演特別講演特別講演をされをされをされをされることがることがることがることが決定決定決定決定したのであるしたのであるしたのであるしたのである。。。。教皇教皇教皇教皇はははは、、、、これまでもこれまでもこれまでもこれまでも世界世界世界世界宗教者平和会議宗教者平和会議宗教者平和会議宗教者平和会議のののの活動活動活動活動にににに深深深深いいいい理解理解理解理解をををを示示示示されていたされていたされていたされていた。。。。    前回のメルボルン会議にも、「宗教こそ、信頼と相互理解のより良き雰囲気を醸成し、促進する礎にならなければならないとの皆さまの確信に、私も同調するものです」というメッセージを寄せられ、ＷＣＲＰが目指す諸宗教の対話・協力による世界平和建設への貢献を支持されていた。そして、ケニアのナイロビでの第4 回会議以降、世界会議に正式なバチカン特使を派遣し、WCRPを「世界で唯一最大の宗教対話の場」と位置付けられていた。 前年の 6 月、法燈継承のあと日鑛会長が初めてバチカンを公式訪問するにあたり、庭野開祖は教皇への親書を託してＷＣＲＰへのいっそうの協力を要請した。そうした小さな努力の継続が実を結んだのであった。 第 6 回世界宗教者平和会議の主な参加者は、ローマ教皇ヨハネ・パウロ二世、フランシス・アリンゼ枢機卿(バチカン諸宗教対話評議会長官)、カルロ・マリア・マルティーニ枢機卿(イタリア)、ハンス・キュング博士(ドイツ、神学者)、Ｍ・アラム博士(インド、シャンティー・アシュラム会長)、明石康氏(旧ユーゴスラビア担当国連事務総長特別代表)、といった方々をはじめとする、まさに錚々たるメンバーであった。 《《《《万感万感万感万感がががが胸胸胸胸にににに》》》》    第 6回世界宗教者平和会議は、平成 6 年(1994 年)11月 3 日、バチカン市国の世界司教会議ホールでの開会式で開幕した。世界の 63ヶ国から、諸宗教の指導者をはじめ、それぞれの分野の専門家、政治家など、合わせて 850 人が参加する大会議であった。 日本からは、仏教、キリスト教、神道、諸派の 20宗教・教団からの正式代表、それに専門家、オブザーバーなど 290余人が参加した。午前 9時 30分、諸宗教の代表、そして報道陣で埋め尽くされた大ホールに、会場を圧する拍手に迎えられて教皇ヨハネ・パウロ二世が姿をあらわされた。「グッドモーニング」と左右に挨拶をされながら、教皇は、ひな壇上の教皇玉座につか 

れた。その玉座の右側に、もう一つの椅子が用意されていて、その椅子に庭野開祖が案内されて座ることになった。思いもかけぬことであった。 外交儀礼を重要視するバチカンが、たまたまＷＣＲＰ国際委員会名誉会長の立場にある庭野開祖に、最大限の敬意を表して下さったのかもしれない。教皇の左側の一段下に、バチカン諸宗教対話評議会のアリンゼ長官が着座された。 「世界の傷を癒す 平和をめざす宗教」を主テーマにかかげ、迎える 21世紀を視野に入れて世界の平和の方途を模索する会議が開幕した。ＷＣＲＰのこれまでの歩みと、今会議の内容についての教皇への紹介のあと、庭野開祖はＷＣＲＰ国際委員会名誉会長として、挨拶に立った。 その挨拶で、庭野開祖は 29 年前、第二バチカン公会議の第四会期開会式に列席させて頂き、教皇パウロ六世の「「「「他他他他のののの宗教者宗教者宗教者宗教者にににに対対対対してもしてもしてもしても、、、、尊敬尊敬尊敬尊敬とととと愛愛愛愛とととと希望希望希望希望をもっをもっをもっをもってててて接接接接するするするする」」」」というおというおというおというお言葉言葉言葉言葉によってによってによってによって、、、、宗教協力宗教協力宗教協力宗教協力によるによるによるによる世世世世界平和界平和界平和界平和のののの実現実現実現実現こそがこそがこそがこそが、、、、宗教者宗教者宗教者宗教者のののの使命使命使命使命であるとのであるとのであるとのであるとの不動不動不動不動のののの信念信念信念信念をををを持持持持つにつにつにつに至至至至ったことったことったことったこと、、、、以来以来以来以来、、、、同志同志同志同志のののの人人人人たちとたちとたちとたちと力力力力をををを合合合合わせてわせてわせてわせて世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議をををを創設創設創設創設しししし、、、、今日今日今日今日にににに至至至至ったったったった経緯経緯経緯経緯をををを述述述述べたべたべたべた。。。。庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの脳裏脳裏脳裏脳裏をををを、、、、これまでのこれまでのこれまでのこれまでの出来事出来事出来事出来事がががが走馬灯走馬灯走馬灯走馬灯のようにかけめぐったのようにかけめぐったのようにかけめぐったのようにかけめぐった。。。。    「「「「ヨハネヨハネヨハネヨハネ・・・・パウロパウロパウロパウロ二世教皇聖下二世教皇聖下二世教皇聖下二世教皇聖下のごのごのごのご列席列席列席列席をををを仰仰仰仰ぎぎぎぎ、、、、このこのこのこの日日日日のののの到来到来到来到来をををを長年長年長年長年にわたりにわたりにわたりにわたり願願願願いいいい続続続続けてまいけてまいけてまいけてまいりましたりましたりましたりました私私私私ににににとってとってとってとって、、、、これこれこれこれ以上以上以上以上のののの喜喜喜喜びはございませんびはございませんびはございませんびはございません」」」」庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖はははは、、、、万感胸万感胸万感胸万感胸にににに迫迫迫迫るるるる胸中胸中胸中胸中をををを世界世界世界世界のののの宗教代表宗教代表宗教代表宗教代表のののの前前前前にそのままにそのままにそのままにそのまま吐吐吐吐露露露露したしたしたした。。。。続いて、教皇がスピーチに立たれた。「どの宗教も深い真実を解き明かそうとしており、共通の価値観に根ざしております。その根本的な価値、根本的な原理を忘れたときに紛争がおこるのです。諸宗教間諸宗教間諸宗教間諸宗教間のののの対話対話対話対話によってによってによってによって、、、、私私私私たちはたちはたちはたちは互互互互いをよくいをよくいをよくいをよく知知知知りりりり、、、、よくよくよくよく理解理解理解理解すすすすることができますることができますることができますることができます。。。。対話対話対話対話のののの中中中中でででで、、、、言葉言葉言葉言葉をををを濁濁濁濁すことなくすことなくすことなくすことなく救救救救いがどこにあるのかをいがどこにあるのかをいがどこにあるのかをいがどこにあるのかを語語語語りりりり、、、、悟悟悟悟るべきでするべきでするべきでするべきです。。。。    人間の尊厳こそ、民族、人種、宗教、政治的信念を超えて尊ばれなければなりません。人権の擁護は神が作りたもうた人間が平等に享受すべきものです。第 6 回世界宗教者平和会議は、『世界の傷を癒す』というテーマで開かれます。私たちに課せられた使命は、諸宗教間の関係を確立し、平和に貢献する道を模索していくことです。                (つづく) 
 渉外部からのメッセージ  先日、本部儀式グループの千葉次長さんから儀礼・儀式の研修を頂く機会があり、多くのことを教えて頂きました。また対外的にどのように見られているかも教えて頂き、ある住職が本会の聖壇をご覧になって開祖さまのお写真がご本尊に対して背中を向けていると 

指摘されたとか。見方によってはご本尊の右手が開祖さまの背中を押し、「この道をゆけ」と言われているようです。テンプルトン賞での言葉を思い出します。 この月報はホームページでもご覧頂けます。 アドレスは http://rkk-kinki.blog.ocn.ne.jp/kyoto/ 
 


